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三陸の海を放射能から守る

岩手の会（略称）三陸の海・岩手の会
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ホームページ《再処理／岩手の環境》
http://sanriku.my.coocan.jp/
《本紙の全バックナンバー掲載》

雷雲襲来日時 ２０１５年８月２日

１８時４９分１７秒～５５分０７秒。

約６分間 工場敷地と周辺（６ｋｍ四

方）に２６個の落雷（敷地に３個）。

最大雷撃電流波高値１９６ＫＡ（㌔アンペア）

◇六ヶ所再処理工場の想定最大雷撃電流

は、波高値で１５０ｋＡであった。

落雷場所 ①主排気筒 ②北換気筒

③海洋放出管周辺

故障被害 『安全上重要な機器』のうち

１５機器が故障。『安全上重要な機器以

外』にも１４機器が故障。
【ＪＬＤＮ 落雷観測システム・原燃資料から】

『安全上重要な機器』で故障した機器
建屋 機器名称

前処理建屋
溶解槽Ｂ放射線レベル

ミストフィルタ Al、A2入口ガス圧力

分離建屋

高レベル廃液濃縮缶凝縮器 A出口廃ガス温度 A

高レベル廃液濃縮缶凝縮器 A出口廃ガス温度 B

高レベル廃液濃縮缶加熱蒸気温度 A

高レベル廃液濃縮缶加熱蒸気温度 B

放射性配管分岐第2セル漏えい液受皿2液位 A

放射性配管分岐第2セル漏えい液受皿2液位 B

ウラン濃縮缶加熱蒸気温度 A

ウラン濃縮缶加熱蒸気温度 B

混合脱硝建屋 粉末充てん第2秤量器 質量 B

計量後中間貯水槽液位計（前処理建屋） 水素掃気

用安全圧縮空気圧力 A,B､フラッシュドラム A,B 水位

（分離建屋） 海洋放出管 A1,2,4 系センサ（海洋放

出管建屋） 屋外ヒータ B 温度（北換気筒） 火災報

知盤中継器（制御建屋）等

『再処理施設 分離建屋における安全上重要な機

器の故障について』（最終報告【改訂版】）４頁

私
達
「
三
陸
の
海
を
放
射
能
か
ら
守
る
岩
手
の
会
」
は
、
昨
年

夏
に
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
を
襲
っ
た
落
雷
事
故
は
重
大
事
故
に

繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
達
は

「
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
」
（
青
森
県
六
ヶ
所
村
）
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ａ
Ｎ

Ｎ
Ｄ

（
八
戸
市
）
な
ど
北
日
本
の
六
市
民
団
体
と
共
同
で
日
本
原

燃
に
宛
て
た
質
問
書
を
作
成
し
、
六
月
二
〇
日
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
落
雷
事
故
に
つ
い
て
日
本
原
燃
は
昨
年
一
二
月
七
日
に

『
再
処
理
施
設

分
離
建
屋
に
お
け
る
安
全
上
重
要
な
機
器
の
故

障
に
つ
い
て
」
と
い
う
最
終
報
告
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出

し
ま
し
た
。
報
告
書
に
は
、
「
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は
こ
の
落
雷

事
故
で
想
定
電
流
を
超
え
る
電
撃
を
受
け
、
機
器
類
も
工
場
全
体

で
二
九
ヶ
所
も
故
障
す
る
被
害
を
受
け
た
。
復
旧
の
た
め
に
保
安

器
を
二
七
〇
カ
所
設
置
す
る
」
等
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
工
場

に
は
「
約
二
二
三
立
方
㍍
」
も
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
が
あ
り
、

使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー
ル
は
約
三
〇
〇
〇
㌧
の
燃
料
が
満
杯
で

貯
蔵
さ
れ
て
お
り
事
故
が
起
こ
れ
ば
地
球
規
模
の
過
酷
事
故
に

繋
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

私
達
は
七
月
二
〇
日
、
六
ヶ
所
村
の
原

燃
本
社
に
出
向
き
、
回
答
文
書
を
受
け
取
り
説
明
を
受
け
ま
す
。

そ
し
て
厳
し
い
安
全
対
策
を
要
請
し
ま
す
。

花とハーブの里（六ヶ所村） ＰＥＡＣＥ ＬＡＮＤ（八戸市）

核燃から海と大地を守る近接農漁業者の会（東北町） 大間と私

たち・未来に繋がる会（函館市） 豊かな三陸の海を守る会（宮

古市） 三陸の海を放射能から守る岩手の会（盛岡市） 三陸宮

城の海を放射能から守る仙台の会（仙台市）

雷雲と大地の間の巨大な放電－落雷電流は「雷サー

ジ」という過度な誘導高圧電流を発生させる場合があ

る。その異常電流が電気機器に流れ込むと不調や故障

の原因となる。コンピュータで制御している再処理工

場にとって大きな問題であると気がついた。専門家に

よると、まず、「落雷から守るべきは何々か」をきちん

と明確にすることが大切とのこと。その上で金属類を

しっかりアースし避雷針を効果的につけ、保安器等の

配置を適性にする基本設計が大事だという。「高レベル

廃液を絶対に沸騰・爆発させない」ための雷対策を知

恵を集めて急いで実施してほしいものである。（尚）

『安全上重要な機器以外』で故障した機器



（
質
問
書
の
前
書
き
部
分
の
要
旨
）

旧
ソ
連
時
代
の
一
九
五
七
年
、
マ
ヤ
ー
ク
核
兵
器
用
再
処
理
施
設
で
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
貯
蔵
タ
ン
ク
が
大
爆
発
を
起
こ
し
内
容
物
の
約
九
割
が
施
設
と
そ
の
周
辺
へ
、
約
一
割
に

当
た
る
二
〇
〇
万
キ
ュ
リ
ー
（
約
七
京
ベ
ク
レ
ル
）
が
三
〇
〇
㌔
先
ま
で
飛
散
し
大
地
を
汚

染
し
ま
し
た
。

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
に
は
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
大
気
放
出
セ
シ
ウ
ム
１

３
７
の
約
三
五
倍
（
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
に
つ
い
て
は
約
二
六
〇
〇
倍
）
も
の
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
液
が
貯
蔵
さ
れ
て
お
り
、
事
故
が
お
こ
れ
ば
福
島
事
故
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
巨

大
事
故
に
な
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
昨
年
夏
に
、
貴
社
再
処
理
工
場
を
襲
っ
た
落
雷
事
故
に

つ
い
て
は
大
事
故
に
繋
が
る
恐
れ
が
あ
り
、
看
過
出
来
ず
、
実
態
に
つ
い
て
質
問
致
し
ま
す
。

１
，
最
終
報
告
書
の
表
題

『
分
離
建
屋
に
お
け
る

安
全
上
重
要
な
機
器
の
故
障

に
つ
い
て
』
と
な
っ
て
い
る

が
事
故
は
工
場
全
体
に
及
ん

で
お
り
、「
分
離
建
屋
」
だ
け

で
は
な
い
。

２
，
高
レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
缶

中
の
廃
液
の
量
、
安
全
対
策

落
雷
で
高
レ
ベ
ル
廃
液

濃
縮
缶
に
関
わ
る
計
器
の
排

ガ
ス
温
度
検
出
器
と
漏
洩
液

の
液
位
計
が
故
障
し
自
動
制

御
が
出
来
な
く
な
っ
た
と
見

ら
れ
る
。
濃
縮
缶
に
は
何
リ

ッ
ト
ル
の
高
レ
ベ
ル
廃
液
が

入
っ
て
い
た
の
か
？

３
，
本
格
稼
働
中
だ
っ
た
と

仮
定
し
た
場
合
の
対
応

本
格
稼
働
中
に
落
雷
事
故

が
発
生
し
濃
縮
缶
出
口
排
ガ

ス
温
度
が
「
オ
ー
バ
ー
ス
ケ
ー
ル

の
場
合
」
と
「
ダ
ウ
ン
ス
ケ
ー
ル

の
場
合
」
を
推
定
し
て
い
る

が
例
え
ば
「
同
時
に
四
ヶ
所

の
計
器
異
常
の
場
合
」
の
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
の
か
。

４
，
水
素
掃
気
安
全
圧
縮
空

気
圧
力
に
つ
い
て

水
素
掃
気
用
空
気
の
ト
ラ

ブ
ル
は
水
素
を
爆
発
濃
度
ま

で
高
め
る
危
険
性
が
あ
る
。

事
故
当
時
の
復
帰
作
業
状
況

を
時
系
列
で
知
り
た
い
。

５
，
対
応
復
旧
時
間

落
雷
事
故
が
発
生
し
、
高

レ
ベ
ル
廃
液
濃
縮
缶
漏
洩

液
受
皿
液
位
計
の
異
常
は
、

復
旧
ま
で
に
Ａ
系
二
八
時
間
、

Ｂ
系
四
九
時
間
を
要
し
て
い

る
。
排
ガ
ス
洗
浄
塔
入
り
口

圧
力
計
で
も
Ａ
系
二
八
時
間
、

Ｂ
系
五
〇
時
間
を
要
し
て
い

る
。
ど
れ
も
、
貴
社
が
原
子

力
規
制
委
員
会
へ
報
告
し
て

い
る
「
高
レ
ベ
ル
廃
液
冷
却

停
止
後
沸
騰
ま
で
の
時
間
、

二
四
時
間
」
を
超
え
、「
水
素

掃
気
停
止
後
爆
発
ま
で
の
時

間
三
五
時
間
」
も
「
Ｂ
系
」

で
超
え
て
い
る
。
大
事
故
に

な
っ
て
し
ま
わ
な
い
の
か
。

６
，
二
七
〇
台
も
保
安
器
設
置

今
回
事
故
で
故
障
し
た
計

器
（
デ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
）

に
保
安
器
を
設
置
す
る
と
言

１
，
高
レ
ベ
ル
廃
液
の
量
と

核
種
の
放
射
能
量
に
つ
い
て

知
り
た
い
。

２
，
ガ
ラ
ス
固
化
さ
れ
た
高
レ

ベ
ル
廃
液
は
何
立
方
㍍
か
？

１
，
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

貯
蔵
量
を
早
急
に
ゼ
ロ
と
し

て
ほ
し
い
。

２
，
再
処
理
工
場
の
事
故
評

価
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し

う
が
そ
の
台
数
は
合
計
約
二

七
〇
台
に
達
す
る
。
工
場
全

体
が
落
雷
で
異
常
な
事
態
に

あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

特
別
危
険
な
放
射
能
を
扱
う

貴
社
の
資
格
が
問
わ
れ
る
。

詳
細
を
公
開
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
？

７
，
最
大
想
定
電
撃
電
流
と

そ
の
対
策

今
回
の
電
撃
電
流
は
一
九

六
ｋ
Ａ
で
あ
っ
た
。
今
後
最

大
電
流
を
二
七
〇
ｋ
Ａ
と
し

て
見
直
す
方
針
と
言
う
が
そ

の
根
拠
は
な
に
か
。

８
，
そ
の
後
の
事
故

昨
年
事
故
以
降
、
こ
れ
ま

で
四
つ
の
電
源
装
置
の
故
障

や
火
災
、
排
水
の
に
じ
み
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て

い
る
が
、
落
雷
事
故
が
関
係

し
て
い
な
い
か
？

３
，
ガ
ラ
ス
固
化
体
に
封
じ

込
め
ら
れ
た
核
種
の
放
射

能
量
を
知
り
た
い
。

４
、
廃
液
の
早
期
の
ガ
ラ

ス
固
化
に
つ
い
て
の
見
解
。

て
ほ
し
い
。

４
，
ト
リ
チ
ウ
ム
や
ク
リ
プ

ト
ン
を
除
去
し
て
ほ
し
い
。

５
，
使
用
済
み
核
燃
料
再
処

理
機
構
と
貴
社
の
責
任
・
役

割
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

『高レベル廃液供給槽セル

漏えい液受皿の液位計』

◇故障の発生時間：

２日１８時５２分

◇故障復旧時間：

Ａ系デストリビュータ交換

３日２２時５０分正常確認

Ｂ系デストリビュータ交換

４日１９時３０分正常確認

高レベル廃液

ガラス固化建屋

高レベル廃液蒸発管部分

分離建屋

図は日本原燃パンフレット

から作製

＊提出質問書全文は当会ホーム㌻

『再処理・岩手の環境』に掲載し

てあります。

蒸
発
濃
縮
缶


